
 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

【プレスリリースに関するお問い合せ】 愛媛県美術館 学芸課 長井・横尾・石崎      

〒790-0007 愛媛県松山市堀之内   

TEL.089-932-0010  FAX.089-932-0511 美術館 HP：https://www.ehime-art.jp/  

PRESS RELEASE 

山田衛居《大国主命・少彦名命像》（部分）明治時代 松山市蔵 

https://www.ehime-art.jp/


 

 

企画展 

「本館改築１３０周年 道後温泉ものがたりー湯のまちの歴史と文化」 

の開催について 
 

愛媛県美術館では、令和６年９月１６日（月・祝）より１１月４日（月・振休）まで、日本最古の 

温泉とされる道後温泉の伝承や歴史をたどり、道後で展開した独自の文化芸術を紹介する 

企画展を開催します。 

つきましては、本展の取材及び報道にご協力賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

マスコミ向け特別鑑賞会 

 

〇日   時  令和６（2024）年９月１６日（月・祝） 13:00～17:00(時間中随時対応) 

※特別鑑賞会に参加できない場合も随時取材対応いたしますので、お問合せ下さい。 

 

開催概要 

 

１ 展覧会名  本館改築 130周年 
道後温泉ものがたり―湯のまちの歴史と文化 

 

２ 内 容    日本最古とされる道後温泉。そのシンボルとして広く親しまれている道後温 

泉本館（重要文化財）は、明治２７年（１８９４）に神の湯本館が現在の三階建てに 

改築されてから１３０周年の節目を迎えるとともに、平成３０年度から行われて 

きた保存修理工事も令和６年１２月に完了する予定です。 

本展ではこれを記念し、伝承と史実が交錯しつつ形作られてきた道後温泉 

のイメージを多様な資料でたどるとともに、愛媛における文化の一大集積地と 

も言える「道後」という地域で展開した独自の文化芸術の諸相に目を向けます。 

道後にまつわる伝承や歴史的経緯を示す資料、保存修理工事中に当館が協 

力した美術品調査によって見出された道後温泉本館伝来の品々などを紹介し 

ます。 

   

３ 会 期 令和６（２０２４）年９月１６日（月・祝）～11月４日（月・振休）  

・休館日 ９月１７日（火）、２４日（火）、３０日（月）、１０月８日（火）、１５日（火）、 

1０月２１日（月）、２８日（月） 

・開館時間 9：40～18：００（入場は 17：30まで） 

・会期中、一部作品の展示替があります。 

 

４ 会 場  愛媛県美術館 本館 １階[企画展示室１・２]  

令和６年７月18日 



５ 主 催  愛媛県美術館 

６ 特別協力  松山市 

７ 協   力  道後温泉旅館協同組合、道後商店街振興組合 

8 後   援  愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局、毎日新聞松山支局、 

産経新聞社、NHK松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、 

愛媛朝日テレビ、愛媛 CATV、FM愛媛、愛媛リビング新聞社 

 

９ 観 覧 料  一般：1,000円（800円） 、65歳以上：９００円（７００円）、   

高大生：６００円（４００円） 、小中生：４００円（２００円） 

※（）は団体料金（２０名以上） 

※障がい者手帳等をお持ちの方とその介護者１名は無料です。 

※満６５歳以上の方は、年齢の分かるものをご呈示ください。 

※本展観覧券で当日に限りコレクション展もご覧いただけます。 

※道後温泉本館の入館券半券をご提示の方は、団体料金でご覧いただけます。 

※本展観覧券で当日に限り「バンクシー＆ストリートアーティスト展」を１００円 

引きでご覧いただけます。 

 

  



好永紫芳《伊佐庭如矢像》 
松山市蔵 

 

本展の構成 （予定） 

 

第１章 歴史のなかの道後 

道後が、先史時代から人々が集まり暮らす地域であっただろうことは、数多くの遺跡や出土

品の存在が証明しています。『日本書紀』や「伊予国風土記」逸文を引用する『釈日本紀』などに

記される「伊予温湯」は、古代の道後温泉を指すとされ、天皇・皇族の相次ぐ来訪の様子が語

られているほか、『万葉集』『源氏物語』などにも登場し、文学的なまな

ざしも古くから向けられてきました。 

古来、屈指の名湯として、広く知られ、語られてきた道後温泉。それ

ぞれの時代の伝承と史実が交錯することで、人口に膾炙し、育まれて

きた豊かなイメージの蓄積が、道後温泉固有の大きな特色と魅力でも

あります。ここでは、神話の時代から明治初期までの多様な資料をた

どりながら、道後地域および道後温泉のいにしえの姿に目を向けま

す。 

 

 

 

 

 

第２章 道後温泉本館 

明治２３年（１８９０）、道後温泉は町営となります。温泉施設は老朽化がかなり進んでいたこ

とから、初代町長に就任した伊佐庭如矢（１８２８～１９０７）は、全面的な改築と同時に、三津か

ら道後への鉄道引き込みや道後公園（湯築城跡）の整備なども行い、現在につながる「湯のま

ち・道後」の礎を作りました。 

現在の道後温泉本館は「神の湯本館」をはじめ、「又新殿・霊の湯棟」、「南棟」、「玄関棟」とい

う主に４つの建物が、互いに接続しあった独特の形態をしています。和風建築に洋風の技術

（トラス構造、ギヤマンの採用など）を盛り込んだ個性ある設計に加えて、時代とともに増改築

を繰り返しながらも、現役の公衆浴場として使用されてきた歴史的価

値が認められ、平成６年（１９９４）には重要文化財に指定されました。 

ここでは、伊佐庭如矢と、道後温泉本館の建築や意匠の特徴や魅

力について、詳しく見ていきます。 

 

 

 

 

 

大宮昇《足萎えの鷺》昭和 47年(1972)  
愛媛県美術館蔵 
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第３章 道後温泉本館の美術工芸品 

 

道後温泉本館には、さまざまな美術工芸品が今に伝わっています。愛媛県美術館では、保

存修理工事の期間中に、依頼を受けて、これらの美術品の調査を行いました。美術品は郷土

の作家だけではなく、著名な芸術家や財界人・文化人たちが来湯した際に制作したとみられる

作品なども多く含まれ、道後温泉で育まれてきた文化的諸相を考える上でも大変興味深いも

のです。ここでは、調査の成果として、注目すべき作品を選抜して展示します。道後温泉をめ

ぐる芸術文化の精華とも言うべき、これらの作品をお楽しみください。 

また、日本で唯一の皇族専用浴室として明治３２年（１８９９）に建設され、豪華で雅な意匠や

装飾が随所に施された又新殿・霊の湯棟の建築の

魅力、実際に来浴された皇族ゆかりの作品などを

ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野和高《本館風景》 
松山市蔵 



 

 

第４章 未来へつなぐー保存修理工事を通して 

道後温泉本館にとって初めての大規模な保存修理工事が平成３１年（２０１９）１月から着手

されました。工事期間を前・後期に分けて、部分的な閉館に留めつつ、営業を続けながらの工

事を進められ、屋根の葺き替えをはじめとする文化財建造物の修理、耐震補強、設備の更新

などが実施されました。工事は、本年（令和６年）１２月の完了を予定していますが、それに先

立って７月１１日より５年半ぶりに全館営業再開となり、「湯のまち・道後」のシンボルとしての

その秀麗な姿を、再び私たちの前にあらわしました。 

 本展の最後に、さまざまな技術を持った職人の方々をはじめとして、多くの人々がたずさわ

った文化財修理の様子をご紹介します。 

  



 

関連イベント 

１ フロアレクチャー 

日時：９月２１日（土）、１１月２日（土） 各日 1４：０0～15：０0 

場所：本館１F企画展示室 

講師：野本 健(一級建築士)×長井 健（当館学芸課長） 

※本展観覧券が必要です。申込不要。 

 

２ フィールドワーク「いにしえの道後歴史探検」 

   伝承や資料を手がかりに、歴史スポットをめぐります。まだまだあなたの知らない道後 

の魅力を発見できるかもしれません。 

日時：10月２０日（日） 1３：０0～16：00 

講師：川島佳弘（愛媛大学法文学部講師） 

定員：２０名 

  ※参加無料(現地集合・解散)。要事前申込。 

 

３ 「THE DOGO QUEST―道後クエスト」 

  指令書を手に、展示室のナビゲーターと一緒に作品の謎に迫ります。 

日時：10月 5日（土）、１２日（土）、19日（土）、26日（土） 

各日 1０：３0～1４：３０ 

場所：本館１F企画展示室 

ナビゲーター：当館作品ガイドボランティアほか 

※本展観覧券が必要です。申込不要。 

 

４ ワークショップ「ステンシルでミニ手ぬぐいをつくろう」 

  道後温泉ゆかりのモチーフを自由に組み合わせて、オンリーワンの手ぬぐいをつくります。 

日時：10月６日（日） 14：00～1６：00 

場所：本館１Fエントランス 

講師：横尾真緋（当館学芸員） 

定員：８名  

材料費：３００円 

※小学生以下は保護者同伴。要事前申込。 

 

 

関連イベントお申込フォーム 

https://logoform.jp/form/XG6n/631372  

 

https://logoform.jp/form/XG6n/631372


 

提供画像一覧  

画像の報道利用を希望される方は、下記連絡先までお申し出いただくか、当館 HPお問い

合わせフォームよりご連絡ください。画像のご利用後、成果物を２部ご提出ください。 

※必ずクレジット表記をお願いします。 

 

No.1  

 

No.2  

 山田衛居《大国主命・少彦名命像》 

明治時代 松山市蔵 

 河東碧梧桐 《俳句（温泉めぐりして…）》 

大正時代 愛媛県美術館蔵 

No.3  No.4 
 

 中野和高《本館風景》 

松山市蔵 

 大宮昇《足萎えの鷺》 

昭和４７年（1972） 愛媛県美術館蔵 

No.5  No.6 
 

 好永紫芳《伊佐庭如矢像》 

松山市蔵 

 松原一《湯けむり》 

愛媛県美術館蔵 



 

 

No.7 

 

 No.8  

 

 

酒井抱一 《珠に寿老人図》 

松山市蔵 

 八木彩霞《天保頃の道後風景》 

松山市蔵 

連絡先 愛媛県美術館学芸課 長井・横尾・石﨑 

TEL.089-932-0010 FAX.089-932-0511 

美術館HP：https://www.ehime-art.jp/ 

 



〒790-0007　愛媛県松山市堀之内    TEL 089-932-0010 
 FAX 089-932-0511    h t tps : / /www.ehime-ar t . jp/

令和６年９月16日（月・祝）　11月４日（月・振休）
休館日/９月17日（火）、24日（火）、30日（月）、10月8日（火）、15日（火）、 21日（月）、28日（月）  ※作品保存のため、会期中、一部作品の展示替があります。開館時間 /９:40～18:00（入場は17:30まで）

本館改築130周年

湯のまちの歴史と文化

山田 衛居《大国主命・少彦名命像》（部分）　明治時代　松山市蔵
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《道後温泉絵図》（部分）江戸時代　松山市指定有形指定文化財　松山市立子規記念博物館蔵　展示期間：9月16日（月）～10月７日（月）
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〒790-0007  愛媛県松山市堀之内  TEL 089-932-0010  FAX 089-932-0511 

関 連 イ ベ ン ト 

　日本最古とされる道後温泉。そのシンボルとして広く親
しまれている道後温泉本館（重要文化財）は、明治 27 年
（1894）に神の湯本館が、現在の三階建てに改築されて
から130周年の節目を迎えるとともに、平成30年度から行
われてきた保存修理工事も令和6年12月に完了する予定です。
　本展ではこれを記念し、伝承と史実が交錯しつつ形作ら
れてきた道後温泉のイメージを多様な資料でたどるととも
に、愛媛における文化の一大集積地とも言える「道後」と
いう地域で展開した独自の文化芸術の諸相に目を向けます。
　道後にまつわる伝承や歴史的経緯を示す資料、保存修理
工事中に当館が協力した美術品調査によって見出された道
後温泉本館伝来の品々などを紹介します。

狩野氏信・秀信《源氏物語画帖》　江戸時代
早稲田大学図書館蔵　展示期間：10月9日（水)～11月4日（月）

中野和高《本館風景》松山市蔵

主　　催/愛媛県美術館
特別協力/松山市
協　　力/道後温泉旅館協同組合、道後商店街振興組合
後　　援/愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局
　　　　　毎日新聞松山支局、産経新聞社、NHK松山放送局
　　　　　南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ
　　　　　愛媛CATV、FM愛媛、えひめリビング新聞社

◎　障がい者手帳等をお持ちの方とその介護者1名は無料です。
◎　満65歳以上の方は、年齢の分かるものをご呈示ください。
◎　本展観覧券で当日に限りコレクション展もご覧いただけます。
◎　道後温泉本館の入浴券半券をご提示の方は、団体料金でご覧
　　いただけます。
◎　本展観覧券で当日に限り「バンクシー＆ストリートアーティ
　　スト」展を100 円引きでご覧いただけます。

〔交通案内〕　駐車場は、県庁西駐車場（2時間無料）を利用できますが、
                             駐車台数が限られますので、できるだけ公共交通機関をご利
                             用ください。
◎　JR松山駅前より道後温泉または市駅前行き市内電車で7分。
   　 「南堀端（愛媛県美術館前）」下車、徒歩1分。
◎　松山観光港よりリムジンバスで26分。「松山市駅」下車、徒歩5分。
◎　松山インターチェンジより車で20分。
◎　松山空港よりリムジンバスで24分。「松山市駅」下車、徒歩5分。
    　路線バスで30分。「南堀端（愛媛県美術館前）」下車、徒歩1分。

〔観覧料〕一般1000円（800円）、65歳以上900円（700円）
　　　　高大生 600円（400円）、小中生400円（200円）
　　　　　　　　　　        （　    ）は団体料金（20名以上）

日時：9月 21 日（土）、11月 2日（土）
          各日 14：00 ～ 15：00
場所：本館１F 企画展示室
講師：野本健（一級建築士）
          X 長井健（当館学芸課長）
※本展観覧券が必要です。申込不要。

道後温泉ゆかりのモチーフを自由に組み合わせて、
オンリーワンの手ぬぐいをつくります。
日時：10月６日（日）14：00 ～ 16：00
場所：本館 1F エントランス
講師：横尾真緋（当館学芸員）
定員：８名 ※小学生以下は保護者同伴
材料費：300 円
※要事前申込。

伝承や資料を手がかりに、歴史スポットをめぐり
ます。まだまだあなたの知らない道後の魅力を発
見できるかもしれません。
日時：10月 20 日（日）13：00 ～ 16：00
講師：川島佳弘（愛媛大学法文学部講師）
定員：20名
※参加無料（現地集合・解散）。要事前申込。

指令書を手に、展示室のナビゲーターと一緒に
作品の謎に迫ります。
日時：10月 5日（土）、12日（土）、19日（土）、
           26 日（土）各日 10：30 ～ 14：30
場所：本館１F 企画展示室 
ナビゲーター：当館作品ガイドボランティアほか
※本展観覧券が必要です。申込不要。

フロアレクチャー ワークショップ「ステンシルでミニ手ぬぐいをつくろう」

フィールドワーク「いにしえの道後歴史探検」
「THE DOGO QUEST－道後クエスト」

関連イベントの申込はこちらから https://www.ehime-art.jp/


